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新しい年を迎えて心機一転希望をもって

歩みたいところですが、私たちの周りは暗

いニュースが多く、将来に希望を持つこと

ができない状況があります。昨年 2 月から

続くロシアとウクライナの戦争、それに伴

う物価高、収まる気配が見られない疫病、

隣国はミサイルを頻繁に打ち上げ偶発的な

衝突が起こりはしないかと懸念があります。

国内ではそのような心配を背景に防衛力強

化のために予算がとられ、「敵基地攻撃能力」

という物騒な言葉まで飛び出し始めました。

“平和”のために武器を持ち、防衛力強化

が外交に繋がると首相は主張しています。

また、経済的格差は広がり、富める者は莫

大な財産を持ち、貧しい人はその日の食事

をするのが精一杯で家庭を築く夢など持て

ない状況があります。そのような時代を生

きている私たちは何に、いや、誰に信頼し、

望みを置けば良いのでしょうか。 

今月の聖書のことばには「あなたがたは

君主を頼みとしてはならない」とあります。

この「君主」は「救いのない人間の子」と言

い換えられています。つまり、ここでは私

たちが人を頼りにしてはいけないというこ

とが言われています。上記では省略しまし

たが、この後は次のように続きます。 

「霊が出て行くと 人は自分の土に帰り そ

の日のうちに 彼の計画は滅び失せる。」 

これは、死を意味しています。私たちが君

主をはじめ、力の強い人、権力のある人を

頼みとしたとしても、その人も結局は有限

な存在に過ぎず、死を迎えればその人が立

てていた計画は頓挫することになります。

聖書は、そのような有限な存在である「人」

を頼りにしてはいけない、と教えます。で

は、誰に頼れば良いのでしょうか。それは、

決して限界のないお方、死もなく、永遠に

存在し続ける全能のお方です。聖書には次

のようにあります。 

「幸いなことよ ヤコブの神を助けとし そ

「あなたがたは君主を頼みとしてはならない。 

救いのない人間の子を。・・・幸いなことよ ヤコブ

の神を助けとし その神 主に望みを置く人。」 
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の神 主に望みを置く人。」 

聖書は「人」ではなく「神」に望みを置くよ

うに教えます。それこそが「幸い」な生き方

だ、と。主なる神は、私たちを心配してくだ

さるお方です。私たちに必要なもののいっ

さいを与えてくださるお方です。そして、

聖書には次のようにもあります。 

「わたし自身、あなたがたのために立てて

いる計画をよく知っている──主のことば

──。それはわざわいではなく平安を与える

計画であり、あなたがたに将来と希望を与

えるためのものだ。」（エレミヤ29:11） 

主なる神は、ご自分に信頼する者に対して

平安を与える計画を、将来と希望を与える

計画を用意してくださいます。そのため私

たちに求められるのは神を呼び（祈ること）、

心尽くして神を求めることです。聖書には

次のようにあります。 

「あなたがたがわたしに呼びかけ、来て、

わたしに祈るなら、わたしはあなたがたに

耳を傾ける。あなたがたがわたしを捜し求

めるとき、心を尽くしてわたしを求めるな

ら、わたしを見つける。」（エレミヤ 29:12-

13） 

主なる神は私たちの祈りに耳を傾け、私た

ちが捜すなら神を見つけることができ、私

たちと共に歩んでくださいます。この神は、

私たちに将来と希望を与える計画を用意し、

私たちを祝福しようと待っておられます。

暗い世の中に見えるかもしれませんが、主

なる神と共に歩むならば希望があり、光が

あります。この地上にあって何らかの力を

持っている有限な存在の「人」ではなく、無

限の「神」に助けを求め、望みを置いて歩ん

で頂きたいと心から願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～  〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（子どもは第二、第四週目、大人は第三週目）19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 9:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

先日私たち家族の恩人と呼べる方の葬儀に

参列しました。89 年の生涯を終えて神のみ

もとへと召されたわけですが、その葬儀は

これまで参列したことのないものとなりま

した。悲しみの涙があり、しかし、故人を偲

びつつ笑いがあり、更に賛美の際には振り

つきの踊りまであったのです（私の娘も前

に出て踊っていました）。ご遺族の要望だっ

たのですが、悲しみの中にも天国への希望

がよく表された葬儀でした。毎回思います

がキリスト教式の葬儀は本当に良いもので

す。天国への希望が確かに語られ、涙ととも

に希望があります。さすがに踊りは初めて

見ましたが、その方らしい葬儀でした。 


